
Ｆ 配位結合・・・共有結合の一種

●：○： ← 空き家〔ここに価電子を持たない粒子（陽イオン ）が結合する〕
↑非共有電子対

共有結合でできている分子の（非共有電子対 ）に（Ｈ＋や金属の陽イオン ）が
結合し、新しい共有結合ができる・・・この結合を配位結合という。

〔例〕アンモニウムイオン ＮＨ４＋ のでき方

＋
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｜ 構 体
Ｈ 造 構

式 造

いったん、配位結合すると Ｎ－Ｈ間の結合は全く同じで区別できない

（練習）アンモニアの気体（ＮＨ３）と塩化水素の気体（ＨＣｌ）が結合すると塩化アンモニ
ウム（ＮＨ４Ｃｌ）ができる。この変化を電子式で書いてみよう。

〔その他の例〕オキソニウムイオン（ Ｈ３Ｏ＋ ） Ｈ２Ｏ ＋ Ｈ＋ → Ｈ３Ｏ＋

いったんＨ＋が配位すると
＋と＋の反発力により、もう
１ケ所の非共有電子対には、
Ｈ＋は配位できない。

Ｇ 錯イオン・・・（金属の陽イオンにＨ２Ｏ、ＮＨ３、陰イオンが配位したイオン ）

配位するＨ２Ｏ、ＮＨ３、陰イオンを（配位子 ）、配位する数を（配位数 ）という。

〔錯イオンの例〕

〔Ａｇ（ＮＨ３）２〕＋ ・・・ （ジアンミン銀（Ⅰ）イオン ） （形：直線形 ）

〔Ｃｕ（ＮＨ３）４〕２＋ ・・・ （テトラアンミン銅（Ⅱ）イオン） （形：正方形 ）

〔Ｚｎ（ＮＨ３）４〕２＋ ・・・ （テトラアンミン亜鉛（Ⅱ）イオン） （形：正四面体形）
（ ドウは正ホウ、亜エンは四メン ）

配位子の例 数の表現（ギリシャ語）
Ｃｌ

－
ＯＨ

－
ＣＮ

－
Ｈ２Ｏ ＮＨ３ １ ２ ３ ４ ５ ６
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３ 分子の極性と電気陰性度 Ｎ.Ｏ.１３

Ａ 極性分子・・・（共有電子対がどちらか一方の原子にかたよっていて、分子内に＋－の
アンバランスができる分子）

例 Ｈ２Ｏ（Ｏ…陰イオンになりやすい） ＨＣｌ（Ｃｌ…陰イオンになりやすい ）

Ｂ 無極性分子…（共有電子対がかたよっていない）か（極性を打ち消しあう ）

例 Ｈ２ Ｃｌ２

Ｈ－Ｈ Ｃｌ－Ｃｌ

・・ ・・
Ｈ：Ｈ ： Ｃｌ ： Ｃｌ ：
↑真ん中 ・・ ↑・・

真ん中
Ｃ 分子の形と極性・無極性

水 アンモニア 塩化水素 塩素 二酸化炭素 メタン

折れ線形 三角錐形 直線形 直線形 直線形 正四面体形

極性分子 無極性分子

Ｄ 電気陰性度・・・（原子が電子を引き付ける傾向の強さ ） 教科書のデータを確認

電気陰性度が大きい原子→（陰イオンになりやすい ）（陰性元素 ）
電気陰性度が小さい原子→（陽イオンになりやすい ）（陽性元素 ）

≪電気陰性度のよる原子間の結合の考え方≫
大きい時は（イオン結合 ）

Ａ Ｂ , Ａ と Ｂ の電気陰性度の（ ）
小さい時は（共有結合 ）
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